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日
本
美
術
会
の
写
生
会

で
妙
義
山
に
行
っ
た
。

こ
の
景
色
を
見
る
ま
で
、

中
国
の
山
水
画
の
険
し
い

山
々
は
空
想
の
産
物
と
思
っ

て
い
た
が
・
・
・

溶
岩
、
凝
灰
岩
、
礫
岩

の
岩
の
塊
が
直
立
し
た
妙

義
山
は
三
百
万
年
前
迄
の

火
山
活
動
で
形
成
さ
れ
た

山
。
こ
う
し
た
岩
々
を
覆
っ

て
い
た
堆
積
層
が
浸
食
さ

れ
て
、
溶
岩
の
岩
体
が
露

出
し
た
険
し
い
山
が
姿
を

現
し
た
そ
う
だ
。

右
手
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
は
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
頭
に
つ
け
る
と
、

人
一
人
が
や
っ
と
歩
け
る

細
い
尾
根
が
目
の
前
。
足

を
踏
み
外
し
た
ら
何
十
ｍ

も
転
げ
落
ち
る
。
恐
ろ
し

い
疑
似
体
験
が
で
き
た
。

宿
泊
先
は｢

ひ
し
や
旅

館｣

。
何
人
も
の
宮
様
が

泊
ま
っ
た
と
い
う
歴
史
の

あ
る
宿
。

｢

象
山｣

の
揮
毫
の
大
き

な
額
が
あ
っ
た
。

妙

義

山
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群
馬
県
富
岡
市
妙
義
山
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
に
て

二
〇
二
三
年
十
月

ハ
マ
ス
の
人
質
作
戦
は

良
く
な
い
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
爆
撃
、
侵
攻
は

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
よ
う
。

歴
史
を
遡
る
と

今
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

に
は
第
一
次
大
戦
迄
オ
ス

マ
ン
ト
ル
コ
支
配
下
で
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
数
％
の
ユ

ダ
ヤ
人
が
共
存
。
欧
州
諸

国
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
か

ら
奪
い
植
民
地
化
を
目
指

し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ユ

ダ
ヤ
双
方
に
国
家
の
樹
立

を
約
束
。
大
戦
後
、
英
国

植
民
地
に
な
っ
た
パ
レ
ス

チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
住
。

武
力
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

土
地
財
産
を
奪
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
数
次

の
中
東
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ

ル
は
支
配
を
確
立
。
パ
レ

ス
チ
ナ
人
は
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
、
ガ
ザ
地
区
、
レ
バ

ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ

ン
に
追
い
出
さ
れ
難
民
に
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
占
領
地

や
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
土
地
を
奪

い
国
際
法
違
反
の｢

入
植

地｣

を
建
設
。

そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
米

国
は
擁
護
、
欧
州
諸
国
は

黙
認
。

米
国
の
財
閥
は
中
東
の

石
油
利
権
を
抑
え
、
イ
ラ

ン
の
よ
う
な
革
命
を
阻
止

し
よ
う
と
各
国
王
家
を
擁

護
。
抑
え
の
要
が
イ
ス
ラ

お
さ

か
な
め

エ
ル
だ
。

白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

当
面
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は

勝
つ
か
も
知
れ
な
い
。
一

方
、
25
年
後
米
国
の
白
人

は
少
数
派
に
な
る
そ
う
だ
。

そ
の
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル
擁

護
が
止
ま
れ
ば
、
イ
ス
ラ

エ
ル
は
存
続
で
き
る
か
？

ユ
ダ
ヤ
人
は
再
度
流
浪
の

民
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

最
善
策
は
パ
レ
ス
チ
ナ

人
か
ら
奪
っ
た
土
地
を
返

し
、
補
償
し
て
、
平
和
共

存
す
る
し
か
な
い
と
思
う
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

再 び 流 浪 の 民 と な る の で は ？

子
安
運
河
を
描
い
た
五
九
三
号
か
ら
一
ヶ
月
休
刊
し
ま
し
た
。


